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第２章 静岡市の観光の現状と課題 

 
１ 静岡市の観光動態                                

 
 静岡市における平成 10 年度から 20 年度にかけての観光入込客数動向を見ると、平成 12 年度以降漸

増傾向にある。また、宿泊客数は同様に漸増傾向にあるとはいえ、近年は 140 万人台で伸び悩んでいる

状況である。 

 
表２－１ 静岡市における近年の観光入込客数動向 

年度 観光入込客数(人) 宿泊客数(内数：人） 

平成 10年度 14,257,848 1,163,323 

平成 11年度 20,881,697 1,154,942 

平成 12年度 18,606,089 1,185,075 

平成 13年度 19,465,683 1,317,356 

平成 14年度 19,623,614 1,346,148 

平成 15年度 21,258,353 1,393,555 

平成 16年度 23,231,491 1,442,626 

平成 17年度 23,608,449 1,416,941 

平成 18年度 23,814,199 1,460,931 

平成 19年度 24,499,046 1,419,190 

平成 20年度 25,094,997 1,484,657 

注）観光入込客数の内、日帰り客については観測地点毎の人数を足し込んだ延べ人数である。 
      全ての数値には静岡市民も含まれている。 

資料：静岡市調査 
 

図２－１ 静岡市における近年の観光入込客数動向指標 
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注）観光入込客数、宿泊数ともに平成10年度の数値を 100 としたときの数値を示している。 

資料：静岡市調査 
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 地区別の観光入込客数を見てみると、「日の出」、「駿府」、「日本平」がそれぞれ静岡市全体の 20～30％

程度を集客し(この３地区だけで全体の 84％を占めている)、その他の地区の割合は小さい。 

図２－２ 地区別観光入込客数の動向（平成 20 年度） 
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資料：静岡市調査 
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また、目的別で見ると、商業施設や河岸の市などでの「買物」が 23.2％と最も多く、続いて「大道芸

ワールドカップ in 静岡」などの「イベント(その他)」(20.4％)、日本平や三保の松原などの「自然」

(13.7％)の順となっている。 

 

表２－２ 目的別観光入込客数の動向（平成 20 年度） 

目的 観光入込客数(人) 比率（％） 

自然 3,225,352 13.7% 

文化・歴史 1,782,380 7.5% 

産業観光 548,958 2.3% 

スポーツレクリエーション施設 1,943,457 8.2% 

温泉 820,897 3.5% 

買物 5,468,667 23.2% 

季節行楽・行事 2,709,862 11.5% 

イベント（コンベンション） 502,904 2.1% 

イベント（スポーツ観戦） 1,054,415 4.5% 

イベント（音楽・演劇鑑賞） 674,684 2.9% 

イベント（フリーマーケット） 60,700 0.3% 

イベント（その他） 4,818,064 20.4% 

日帰り客数合計 23,610,340 100.0% 

宿泊客数計 1,484,657 

総計 25,094,997 
 

資料：静岡市調査 

 
図２－３ 日帰り客における目的別観光入込客数の動向（平成 20 年度） 
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注）日帰り客の合計を 100%とした数字 

資料：静岡市調査 
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次に、静岡県内の他地域を含めた観光動向の中で静岡市の観光特性を捉えるために、主要祭事の状況

について、祭事、花火大会などの市別集客数を整理したものを以下に示す。祭事に関しては「浜松まつ

り」が県内最大の集客数を誇り、静岡市の静岡まつりは第 2位という状況である。しかしながら、静岡

まつりの集客数は平成 18年度に比べ大幅に増加しており、平成 20年度には若干落ち込んでいるものの、

平成 19 年度では 100 万人を突破している。花火大会に関しては、静岡市の「安倍川花火大会」が県内

最大の集客数となっている。 

 その他のイベントとしては、静岡市の「大道芸ワールドカップ」、「清水みなとまつり」、浜松市の「冬

の蛍」が集客数の大きなイベントとなっている。特に「大道芸ワールドカップ」は約 200 万人規模の集

客があり、他と比較しても最大規模のイベントとなっている。 

 
表２－３－１ 行事・祭事・郷土芸能 

                                  単位：人 

20年度 

順位 

19年度 

順位 
市町名 名称 18年度 19年度 20年度 

１ １ 浜松市 浜松まつり 1,878,000 1,660,000 1,400,000 

２ ２ 静岡市 静岡まつり 680,000 1,035,000 972,000 

３ ４ 静岡市 七夕まつり 492,000 538,000 485,000 

４ ５ 三島市 三島夏まつり 500,000 520,000 530,000 

５ ６ 静岡市 廿日会祭 200,000 470,000 450,000 

資料：静岡県統計 

 
表２－３－２ 花火大会 

                                  単位：人 

20年度 

順位 

19年度 

順位 
市町名 名称 18年度 19年度 20年度 

１ １ 静岡市 安倍川花火大会 580,000 600,000 600,000 

２ ２ 袋井市 ふくろい遠州の花火 400,000 450,000 450,000 

３ ３ 沼津市 沼津夏まつり 370,000 340,000 360,000 

４ ６ 浜松市 舘山寺花火大会 200,000 200,000 280,000 

５ ４ 熱海市 海上花火大会 419,155 338,312 263,248 

資料：静岡県統計 

 
表２－３－３ その他イベント 

                                  単位：人 

20年度 

順位 

19年度 

順位 
市町名 名称 18年度 19年度 20年度 

１ １ 静岡市 大道芸ワールドカップ 2,280,000 1,810,000 1,950,000 

２ ３ 浜松市 冬の蛍 710,000 760,000 772,000 

３ ２ 静岡市 清水みなと祭り 800,000 795,000 700,000 

資料：静岡県統計 
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２ 静岡市のイメージ                                

 

（１）静岡市の全体イメージ 

平成 19 年度に静岡市が行った調査によると、「『静岡』と聞いて最初に思い浮かぶことは何です

か」との問いに、「お茶」が 44％と圧倒的に多く、続いて「富士山」9.8％、「サッカー」5.0％、「み

かん」3.7％という結果であった。また、「徳川家康」は 0.6％と具体的キーワードの中では 13 位で

あった。イメージとしては「温暖な土地・地域・気候」が 2.8％と最も多く、「のどか・のんびり」

0.7％、「住みやすい」0.6％であった。図においては「その他」が多くなっているが、これは少数

回答を集約した形で表記したものであり、静岡市のイメージの多様性を示す反面、お茶、富士山以

外のイメージの絞り込みが明確になっていないことを示唆するものである。 

次に、「静岡県にある『静岡市』と聞いて、思い浮かぶことはありますか」との問いに、「ある」

13.1％、「『静岡』と聞いた時と同じ」63.3％、「よくわからない」23.6％であった。この点につい

ても、静岡市のイメージが明確になっていないことを示唆するものといえる。また、「静岡市の印

象について」は、「良い」27.3％、「どちらかといえば良い」31.5％、「普通」30.8％で、「どちらか

といえば悪い」3.5％、「悪い」2.1％であった。 

 

 

図２－４－１ 「静岡」と聞いて思い浮かぶこと 
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資料：静岡市，静岡市シティセールス戦略企画及び首都圏実態調査 
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  図２－４－２ 「静岡市」と聞いて思い浮かぶこと 
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資料：静岡市，静岡市シティセールス戦略企画及び首都圏実態調査 

 

 

  図２－４－３ 静岡市の印象 
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資料：静岡市，静岡市シティセールス戦略企画及び首都圏実態調査 
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（２）静岡市の個別イメージ 

「静岡市」と聞いて思いつく景観のイメージは何ですか」との質問には、「茶畑の風景」45.6％、「富

士山の映えるまち」30.0％、「港町」10.8％、「山深い南アルプスの自然」4.2％、「城下町」3.3％の

順であった。 
 

図２－５ 「静岡市」と聞いて思いつく景観イメージ 
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平成 21 年５月に横浜で開催された旅フェアで、静岡市の認知度を調査したところ、「静岡市と聞い

て思い浮かぶもの」として、グルメでは「お茶」が最も多く 28.2%、続いて「みかん」「桜エビ」「わ

さび」「静岡おでん」「安倍川もち」「石垣いちご」の順であった。 

観光では「日本平」が 23.6％と最も多く、続いて「清水港」「三保の松原」「登呂遺跡」「久能山東

照宮」「いちご狩り」の順であった。また、「旅行の決め手は何ですか」の問いについては、「グルメ」

が最も多く、続いて「景色」「史跡」の順であった。 
 

図２－６－１ 「静岡市」と聞いて思い浮かぶもの（グルメ） 
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資料：静岡市，静岡市シティセールス戦略企画及び首都圏実態調査 

資料：静岡市，旅フェアでアンケート調査 
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図２－６－２ 「静岡市」と聞いて思い浮かぶもの（観光） 
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資料：静岡市，旅フェアでアンケート調査 

 

 

図２－６－３ 旅行の決め手 
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資料：静岡市，旅フェアでアンケート調査 

 



 13 

３ 静岡市の観光に関する課題                            

 
 静岡市の観光の現状からいくつかの課題が浮かび上がってくる。 
 

（１）静岡市における主要課題 

１）静岡市に対するイメージが弱い 

   前出のイメージ調査から、「静岡(または静岡県)」と「静岡市」の区別はなく、「静岡市」固有の

イメージが弱いことがうかがえるが、概ね良いイメージを持たれている。市固有のイメージは弱い

ながらも、「お茶」のイメージが圧倒的に強く、２位の「富士山」以下を大きく引き離している。

静岡市を観光地として捉える人は少ないが、これは、情報発信の不足に加え、観光地としてイメー

ジするシンボリックなものがないからであると考えられる。そしてこの点は、観光都市としての静

岡市を目指すにあたり、最も基本的な課題であるといえる。 
 
２）観光資源は豊富にあるが、際立っていない 

   静岡市は豊かな自然をはじめ、歴史文化遺産、伝統的地場産業、豊富な食材等、多くの観光資源

に恵まれている。そして、それらはいずれも一級品の価値があるものばかりである。しかし、お茶

以外は際立つものがない。それ以外のものは全国発信できておらず、ブランド力に乏しく、知られ

ていないものが多い。 
 
３）観光地が点在している 

   日本平や三保、登呂遺跡、丸子、由比、井川、梅ケ島などの観光地はあるものの、市内の広範囲

に点在している。さらには、各観光地をつなぐストーリーがなく、ルート化もされていない。また、

お互いを結ぶ交通アクセスも、鉄道沿線や中心市街地を除けば概して悪く、個人観光客にとっては

不便である。 
 
４）通過型の観光地で宿泊客の割合が少ない 

   先の観光動態で示した通り、観光入込客数 2,500 万人に対して、宿泊客数は約 150 万人と 6％に

満たない結果となっている。東京・名古屋の中間に位置し、アクセスはともに新幹線で約１時間と

いう利便性を反映して、日帰り客が多いと考えられる。また、立ち寄るだけで宿泊は他地域の温泉

地などへ移動してしまう、いわゆる通過型の観光地であることも否めない。 

 
５）静岡市に関わるＰＲが不足している 

   静岡市は近世以降、東海道の重要な拠点として発展してきており、近代に入ってからは目覚まし

い産業集積の形成が図られ、社会経済面では自律的に発展してきた。このような歴史背景のなかで、

本市では対外的に積極的なアピールをしてこなかった。最近では、企業や人を呼び込もうとするシ

ティプロモーションの意識が重要視されている。観光行政においてもその一つとして、最も基本と

なる情報発信を強化する必要がある。 
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６）観光に対する市民意識が低い 

   静岡市は観光地であるというイメージはなく、市民も観光客を迎え入れるという意識は低い。観

光振興を図る上で、市民のもてなしの心は観光客の好感度を高め、リピーターの増加につながる重

要な要素である。また、わがまちを愛することにより、わがまち自慢が生まれ、口コミによるイメ

ージの広がりが期待できる。近年、全国各地で地域振興の観点から多くの交流客を呼び込もうとす

る活動が盛んになってきた。住む人、訪れる人双方にとって魅力のある地域を形成するためには、

住民と行政の協働が不可欠である。 
 

７）広域的な連携が弱い 

   これまでの観光行政は観光客の囲い込みが行われ、一地域完結型の傾向にあった。しかし、空港

や高速道路などの大規模社会資本の整備が進むにつれ、観光客の行動範囲は大きく広がっている。

このように、観光行動や生活行動が広域化する中、静岡市だけではなく、周辺の市町さらには周辺

都県などの広域的な視点での事業展開が不可欠な状況となっている。 
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（２）ＳＷＯＴフレームによる課題整理 

 静岡市の観光に関わるＳＷＯＴ分析結果を以下に示す。ＳＷＯＴ分析では、前項までの観光動向、観

光動態、観光資源、そして観光に対する課題といった静岡市の観光に関わる状況の中から、特に重要性

の高い項目を“強み”、“弱み”、“機会”、“脅威”に分類し整理分析を行った。  

 
静岡市における観光に関わるＳＷＯＴ分析 

①観光展開への影響がポジティブ（好）でコントロールしやすいもの  ……強み 

 ②観光展開への影響がネガティブ（悪）だがコントロールしやすいもの……弱み 

 ③観光展開への影響がポジティブ（好）でコントロールしにくいもの ……機会 

 ④観光展開への影響がネガティブ（悪）でコントロールもしにくいもの……脅威 

 

  コントロールの可能性 

  高い（主に内部環境） 低い（主に外部環境） 

観

光

展

開

へ

の

影

響 

ポ

ジ

テ

ィ

ブ 

・多様な地域資源を有し、観光への活用が期待

される。 

・中心市街地における都市機能の集積が高く商

業空間も賑わっている。 

・ホビーや水産基地などの特色ある産業資源を

有している。 

・徳川氏・今川氏､旧東海道などの歴史的な資

源の集積が高い。 

・富士山の視点場＊として距離がちょうど良く、市

内から優れた眺望を得ることができる。 

・清水港、三保、日本平等、それ自体でも知名

度の高い地域が市内に存在している。 

・マグロや桜エビ、静岡おでん等、特色ある食に

対する関心が高まっている。 

 

 

 

・富士山静岡空港の開港により国内外の都市と直結

された。 

・新東名高速道路、中部横断自動車道などの高速

道路整備が進展している。 

・県事業として清水港の機能移転・拡充整備が進展

している。 

・静岡市としてお茶、富士山のイメージが確立されて

いる。 

・大市場である東京まで１時間圏である。また、中京、

関西方面とも時間距離は短い。 

・体験やサブカルチャー＊、歴史探訪など、新しい観

光(ニューツーリズム＊)に対する志向が高まってい

る。 

・国の施策として国内観光や、海外からのインバウンド

に対する対応が強化されている。 

 

ネ

ガ

テ

ィ

ブ 

 

 

・資源の多様性のため、特定の地域や分野へ極

端に特化することが難しい。 

・宿泊者の割合が少なく、通過型・日帰型の観光

になっている。 

・観光行動の傾向が買い物やグルメ中心となっ

ており、静岡市を楽しむ時間消費型の観光とな

っていない 

・地域資源が観光資源として積極的には活用さ

れていない。 

・観光における地域政策上の取組が弱い。 

・行政と、観光関連事業者、ＮＰＯや市民などに

おける連携体制が築かれていない。 

・観光に対する市民意識が欠如している。 

 

 

・ひかり号の停車本数が少なく、広域移動にあたり利

便性が低い。 

・高速道路の割引、無料化による旅行の長距離化に

伴い静岡市を通過されてしまう危険性がある。 

・他の地域でも、観光が重要な施策として位置づけら

れるようになっている。 

・富士山における山梨、お茶における京都､鹿児島

等、競合する地域が見られる。 

・東京－関西間のゴールデンルート＊が、外国人客誘

致に熱心な山梨経由となっている。 

・海外の旅行ガイドでは、静岡市はまったく触れられて

いない。 

  Strength（強み）     Opportunities（機会） 
 
  Weakness（弱み）    Threats（脅威） 
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４ 目指す方向性                                 

 
（１）イメージの確立と情報発信の強化 

前節で行った静岡市の観光振興に関わる課題分析において指摘したように、静岡市の観光に係る最

も重要な課題としては、「確固たるイメージを確立させ、情報発信を強化していく」ことである。静

岡市と聞いて他地域の人々が静岡市の持つ様々な観光資源をイメージすることができ、さらには各々

の観光資源がブランド価値を有していて魅力的であることが必要である。 

また、集客に結びつけるためには情報発信手段に関わる基盤強化が不可欠であり、特にＷｅｂ＊な

どのＩＴ＊を活用した情報発信によって、国内外の幅広い観光客をターゲットとした情報発信を行え

る仕組みが必要である。 

静岡市が観光都市として広くイメージされるためには、このような情報戦略が極めて重要であり、

後で示す重点戦略をはじめとした多様な戦略の実現においても、特に留意しながら展開を図ることが

必要である。 

 
（２）今後の方針 

静岡市の観光振興に関わる課題については、静岡市としてのイメージが弱いこと以外にもいくつか

指摘されているが、これらの課題に対応していくことが、観光振興に関わる具体的な方針に結びつく

ものである。 

指摘された課題の中で、際立った観光資源がないことや、静岡市としてのＰＲが不足していること

については、多様な資源を有しながら、観光という観点から効果的に資源を活用できていないことを

示唆するものである。 

また、点在している観光地の連携や宿泊客の増大を図るためには、ハードな面からの基盤整備が必

要であり、観光客をもてなす心の醸成を行うことについては、観光関連事業者だけではなく市民全体

の意識を高揚させる等、観光都市としてのソフトな基盤整備が必要とされる。 

さらに、静岡市が観光都市としての基盤を確立し、観光回遊の拠点として機能していくためには、

静岡市の行政域内だけではなく、周辺の市町、および県などとの連携を深め、常に広域的な視点で観

光振興を捉えていくことが肝要である。 
以上を踏まえ、観光戦略の策定にあたり、次の３つの方針を考え方の根底に置くものとする。 

 

１）静岡市の魅力ある資源を活かした観光開発の推進（魅力づくり） 

歴史・文化・自然等、静岡市の魅力ある多様な観光資源を発掘し、静岡市としての特色ある観光

メニューの提案を行う。 
①歴史資源、伝統文化資源を活かした観光の展開 

静岡市は登呂遺跡や徳川氏といった歴史的に非常に知名度の高い資源や浮世絵、工芸品などの

歴史文化に関わる資源も多いため、これらの特色ある資源を活かした観光の展開を図る。 
また、これら歴史的・文化的観光資源の再評価を行い、活用のための方策を練ると同時に、新

たな観光資源の発掘や開拓を行うことが求められる。 
②富士山の眺望を活かした観光の推進 

日本平、三保、薩埵峠等、静岡市内に点在する富士山の視点場（ビューポイント）として優れ
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た地域を拠点として整備し、周辺資源との連携を図ることにより、静岡市でしか見られない富士

山のイメージを形成する。 

③ＭＩＣＥ＊観光の推進 

静岡市のイメージを前面に出したコンベンション＊、インセンティブ・ツアー（報奨旅行）＊、

研修、展示会、イベント、文化・スポーツ、青少年交流などの誘致、ＭＩＣＥ来訪者をターゲッ

トとした観光行動への誘導を図る。 
④地域文化・サブカルチャー＊観光の推進 

プラモデル等、全国的に知名度の高い産業が集積しているため、産業観光を活発化し、他地域

との差別化を行うことが求められる。お茶の文化、食文化（静岡おでん、桜エビ、マグロ等）、人

気の高いアニメキャラクターやホビー分野、サッカー等、特色ある地域の文化やサブカルチャー

を活かした観光の推進を図る。 
⑤静岡型体験観光の推進 

沿岸部から標高 3,000 メートルを超える南アルプスまでの多様な地域特性を活かし、海、山、

産業の集積を活用した観光の展開を図る。自然や生活文化に関わる体験観光、教育旅行、産業観

光などの資源を活かした体験観光を推進する。 

 

２）多様な人々の受け皿となる観光基盤整備（まちづくり） 

市民との共生を図りながら、多くの観光客を受け入れることができるように、行政・市民の視点

からハード、ソフトに関わる地域基盤の整備を図る。 
 ①観光に関わる情報基盤と発信力の強化 

   情報発信力を高めるための一層の基盤整備を図り、地域情報、観光情報の発信力を国内だけで

はなく海外も含めて強化し、静岡市に関する外からの認知度を高める。 
②観光に対応した交通基盤の整備 

    静岡市は観光資源が豊富に存在するが、集積が見られず点在しているため、回遊のための交通

ネットワークの整備が必要である。特に、東西方向や中心市街地は比較的スムーズな移動が可能

であるが、南北方向や郊外間の移動に弱い。さらに、観光案内標識の統一が取れておらず、観光

客にとってわかりにくいために整備が求められる。コストを掛けずに観光地を周遊したいという

ニーズに対応するために、公共交通機関の利便性を高めることも併せて必要とされる。 
このために、道路網整備、交通網整備、案内標識整備等、観光回遊をサポートする交通基盤の

整備を図る。 
③観光に対応した街なみや観光案内所などの都市機能の整備 

   繁華街（街中観光）における、外国語対応可能な観光案内などの機能の充実が必要とされる。

中心市街地の活用、宿泊施設の整備、拠点施設の整備、国際化に対応したまちづくり等、観光に

対応したまちづくりを推進する。 
④安心・安全な観光地づくり 

   静岡市では、地震などの防災対策・災害時対応の充実に取り組んでおり、全国有数の防災先進

都市となっているが、観光客の安全を守る対策や、ユニバーサルデザイン＊・バリアフリー＊の推

進をより一層進めていくことが求められる。観光地における災害時への対応、「しずおかあった

かプラン」・バリアフリー（物的のみならず、情報、言語などの障壁を含む）を推進する。 
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⑤行政・観光業界・市民協働と、おもてなしの心の醸成 

   国内外から訪れる人のもてなし、外国人受入体制の整備、ＮＰＯ活動などの推進、魅力的な街

なみの創出、観光を担う人材の育成などが求められる。観光活動に関わる関係主体、および市民

の積極的な参加を図るための役割分担、観光振興を実現するための体制や人材育成に係る仕組み

の整備を行う。 

 
３）広域観光の拠点としての機能強化（広域観光） 

   回遊性の高い観光を展開していくためには、魅力的なコースづくりが必要であるが、まずは静岡

市ならではの価値を創出し、観光都市としての確固たる地位を築くことにより、広域観光における

静岡市の存在感を高めることが必要である。これにより観光客獲得競争の激しいゴールデンルート

においても、多くの観光客の取り込みが可能となる。 
静岡県中部地区の拠点都市として、市内および地区内との連携を活かした観光、伊豆地区なども

含めた県内・隣県地域の広域連携による観光、空港、高速道路、清水港などの大規模資本整備を活

かしたより広域的な連携を促進し、静岡県や東海道軸における観光回遊の拠点機能の強化を図る。 
①市内の山・川・海連携による広域・交流観光の展開 

   静岡市の持っている海、清流と山の資源を活かし、連携を図った広域・交流観光を展開する。 
②静岡県中部地区における広域回遊観光の展開 

    静岡市内および大井川流域の静岡県中部地区全体の広域観光を展開する。 
③伊豆地区などの県内および周辺地域連携による広域観光の展開 

   フェリーの活用、将来的な新東名高速道路、中部横断自動車道の交通ネットワークを活かした

広域的な観光を展開する。 
④富士山静岡空港、新東名高速道路、中部横断自動車道などを活かした広域観光の展開 

   海外からのインバウンドも含む国際化に対応した観光、関東－関西間、東海地方、中部地方、

甲信越地方を絡めた回遊観光等、広域観光を展開する。 


